新編数学Ｃ Flex　ルーブリック評価規準表
１章　ベクトル
１節　平面上のベクトル
１項　ベクトルとその意味
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	向きと大きさをもつ量に関心を
もち，理解できている。
	ベクトルの基本的な用語や記号の意味を理解している。
	向きと大きさをもつ量を有効線分で表されることを理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	向きと大きさだけに着目する
抽象的な考え方ができる。

	ベクトルの基本的な概念を理解して，有効線分との違いも認識している。
	有向線分を用いて，ベクトルを
表現したり，表示したりすることができる。
	左記以外

	主体性
	向きと大きさをもつ量に関心を
もち，どのような量があるかいろいろと調べようとする。
	向きと大きさをもつ量と有向線分との関係を調べようとする。

	２つのベクトルが等しい場合や互いに逆ベクトルになっている場合を具体的に調べようとする。
	左記以外



２項　ベクトルの演算
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	１次独立な２つのベクトルを用いて，あるベクトルを表すことができる。

	・ベクトルの加法，減法，実数倍の意味を理解して，演算できる。
・ベクトルの実数倍と平行の関係を理解している。
	・２つのベクトルの和，差や実数倍を図示できる。
・単位ベクトルを求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	ベクトルの演算法則と整式の演算法則との類似性について考察できる。
	ベクトルを有向線分で表した場合の演算について，その考え方や意味を考察できる。
	ベクトルの実数倍と平行の関係について考察できる。

	左記以外

	主体性
	ベクトルの１次独立性について詳しく調べようとする。
	ベクトルの分解について，図示して調べようとする。
	２つのベクトルの和や差を図示する方法を調べようとする。
	左記以外





３項　ベクトルの成分
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	１次独立な２つのベクトルを用いて，あるベクトルを成分表示することができる。
	２つのベクトルの平行の関係を成分表示でも理解している。また，同じ向きの単位ベクトルを成分表示することができる。
	成分表示されたベクトルの大きさを求めるなど，演算ができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	成分表示されたベクトルを用いて図形の性質などを考察することができる。
	ベクトルを成分表示で表した場合の演算について，その考え方や意味を考察できる。
	ベクトルを2つの数の組で表す成分表示の考え方をすることができる。
	左記以外

	主体性
	例題２を単位ベクトルの成分表示を用いて求めてみようとする。
	ベクトルを成分表示の図形な意味を調べようとする。
	グラフを用いて成分表示されたベクトルを調べようとする。
	左記以外



４項　ベクトルの内積
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	内積の性質を理解して，等式の証明やいろいろな値を効率よく求めることができる。
	２つのベクトルのなす角や，垂直であることと内積の関係を理解している。
	・内積の定義を用いて，内積の値を求めることができる。
・内積を用いて，２つのベクトルの
なす角を求めることができる。
	左記以外


	思考力
・判断力
・表現力
	内積の性質の図形的な意味について考察しようとする。

	ベクトルのなす角や成分表示に関係づけて内積の意味を考察できる。
	三角形の辺の長さや角の大きさと
ベクトルとの関係を考察することができる。
	左記以外

	主体性
	ベクトルを用いて三角形の面積を調べようとする。

	内積について関心をもち，これを用いて2つのベクトルのなす角や大きさを調べようとする。
	内積の符号と2つのベクトルのなす角の関係について調べようとする。
	左記以外





２節　ベクトルの応用
１項　位置ベクトル
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	分点の位置ベクトルを，を媒介変数とするベクトル方程式で
表すことを理解している。
	位置ベクトルを平面図形の考察に活用する考え方を理解している。

	位置ベクトルの意味を正しく理解し，分点の位置ベクトルを求めることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	三角形の重心についての位置ベクトルを多面的に考察することができる。
	位置ベクトルを用いて図形を処理することができる。

	点の位置を座標とは別の位置ベクトルとして考察することができる。
	左記以外

	主体性
	重心に関係してベクトルで表された等式の図形の意味を調べようとする。
	位置ベクトルに関心をもち，図形の考察に活用しようとする。

	三角形の重心についてのベクトルで表された等式についての意味を調べようとする。
	左記以外



２項　ベクトルの図形への応用
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	求めたい図形の性質に応じて効率的に原点を定め，ベクトルの一次独立性を用いて求めることができる。
	一直線上にある３点の性質や内積を用いて図形の性質を求めることができる。
	分点の位置ベクトルや内積を利用して図形の性質を調べる方法を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	求めたい図形の性質に応じて効率的に原点を定め，多面的に考察することができる。
	一直線上にある３点の関係や直線の平行，垂直をベクトルを用いた見方で考察できる。
	位置ベクトルを用いて図形の性質を多面的に考察することができる。
	左記以外

	主体性
	チェバ・メネラウスの定理や中線定理など，位置ベクトルを用いて調べようとする。
	位置ベクトルを活用して図形の性質を多面的に調べようとする。
	位置ベクトルに関心をもち，図形の考察に活用しようとする。

	左記以外



３項　ベクトル方程式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	平面上の点の条件を満たす存在範囲をベクトルを利用して図示できる。
	方向ベクトルや法線ベクトルの意味を理解している。

	直線や円のベクトル方程式と，その図形の方程式の関係を理解できる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	ベクトルを用いて平面上の点の位置を考察することができる。


	・直線をベクトル方程式や媒介変数を用いて表現できる。
・円をベクトル方程式を用いて表現できる。
	ベクトル方程式や媒介変数表示のよさを認識できる。


	左記以外

	主体性
	後見返し１のようなベクトル表示での平面上の存在範囲を確認しようとする。
	ベクトル方程式と媒介変数表示の関係やその図形的な意味を考察しようとする。
	ベクトル方程式に関心をもち，図形の考察に活用しようとする

	左記以外





３節　空間のベクトル
１項　空間の座標
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	空間座標の概念を理解し，空間座標における対称点や2点間の距離などの応用を求められる。
	空間座標の概念を認識し，空間座標における軸や平面に関する対称点を求めることができる。
	空間における点の位置の表し方や２点間の距離の求め方を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	空間座標におけるそれぞれの軸に下ろした垂線と軸との交点を的確に表現することができる。
	空間座標の意味や表し方を考察することができる。

	空間座標での２点間の距離の公式を導くことができる。

	左記以外

	主体性
	GeoGebraなどを活用して，空間における図形を的確に認識しようとする。
	空間における図形を的確に図示しようとする。

	GeoGebraなどを用いて，空間における図形の様子を調べようとする。
	左記以外



２項　空間のベクトル
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	一次独立な３つのベクトルを用いて，空間のベクトルを表すことができる。
	空間のベクトルを用いた考え方を理解できる。

	空間においてもベクトルが定義でき，平面上のベクトルと同様に扱えることを理解できる。
	左記以外


	思考力
・判断力
・表現力
	平面のベクトルから類推により空間のベクトルの性質を数学的に考察し表現することができる。
	平行六面体の性質を理解し，空間ベクトルの演算や成分表示を考察することができる。
	空間のベクトルの基本的な概念や性質を考察することができる。
	左記以外

	主体性
	GeoGebraなどを用いて，多面的に調べようとする。
	空間のベクトルの図示の仕方を
工夫しようとする。

	GeoGebraなどを用いて，空間のベクトルの様子を認識しようとする。
	左記以外



３項　ベクトルの内積
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	内積を用いて，３点を頂点とする三角形の面積(章末A4)や方向余弦(章末B10)などを求めることができる。
	２つのベクトルに垂直なベクトルを求めることができる。


	ベクトルの内積の値や，２つのベクトルのなす角を求めることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	内積を用いて，空間図形の性質を数学的に考察し表現することができる。
	内積を求める公式を問題に応じて使い分けることができる。
	内積を用いて，空間図形の性質を考察することができる。

	左記以外

	主体性
	応用例題１の一般化を調べようとする。

	内積を２通りの方法で求め，求めた値のチェックに用いようとする。
	内積を求めるために，位置ベクトルの始点を調べようとする。

	左記以外



４項　位置ベクトルと空間の図形
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	点が３点，，の定める平面上にあるように位置ベクトルを定めることができる。
	ベクトルを用いて空間での３点が一直線上にあることを証明できる。
	・分点の位置ベクトルから分点の座標を求めることができる。
・平面の方程式や球面の方程式を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	空間のベクトルを用いて，空間図形の性質を数学的に考察し表現することができる。
	内積を用いて，空間図形の性質を調べることができる。

	空間のベクトルを用いて，空間図形の性質を考察することができる。
	左記以外

	主体性
	GeoGebraなどを用いて，多面的に調べようとする。
	GeoGebraなどを用いて，問題を検証したりする。
	GeoGebraなどを用いて，問題の意味を視覚的に理解しようとする。
	左記以外




２章　複素数平面
１節　複素数平面
１項　複素数平面
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	共役な複素数と複素数平面上の対称性や実数条件などについて理解している。
	複素数の和・差・実数倍の図表示の仕組みを理解している。

	複素数の絶対値や２点間の距離を求めることができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	ならば，３点，，が
一直線上にあることを考察できる。
	複素数の和・差は点の平行移動や平行四辺形の頂点として表されることを考察できる。
	複素数が複素数平面上の点と1対１に対応していることを考察できる。
	左記以外

	主体性
	共役複素数の性質について調べようとする。

	複素数の和・差を図示して調べようとする。

	複素数平面に関心をもち，複素数の図表示や絶対値を理解しようとする。
	左記以外



２項　複素数の極形式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	複素数の積や商を原点を中心とする回転として理解できる。

	複素数の積や商の図表示について理解している。

	複素数を極形式で表すことができ，極形式による積や商を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	複素数の積や商の図表示の仕組みについて考察できる。

	極形式による複素数の乗法や除法の仕組みを考察できる。

	複素数の積と商の絶対値と偏角について考察することができる。
	左記以外

	主体性
	自ら進んで予習して，多面的に調べようとする。
	複素数の積や商による点の移動を調べようとする。
	極形式を用いた複素数の乗法や除法の計算に取り組もうとする。
	左記以外



３項　ド・モアブルの定理
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	ド・モアブルの定理を用いて，複素数の乗根を求めることができる。
	ド・モアブルの定理を用いて，の乗根を求める方法を理解している。
	ド・モアブルの定理とその使い方を理解している。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	複素数の乗根の複素数平面上での配置について考察できる。
	の乗根の複素数平面上での配置について考察できる。

	ド・モアブルの定理の図形的な意味を考察しようとする。

	左記以外

	主体性
	自ら進んで予習して多面的に調べようとする。
	複素数の乗根の複素数平面上での配置について調べようとする。
	の乗根や乗根の複素数平面上での配置について調べようとする。
	左記以外



４項　複素数と図形
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	複素数平面上の三角形の形状について求めることができる。

	複素数平面上の２線分のなす角や３点の位置関係を求めることができる。
	複素数平面上の線分の分点を表す式や円の方程式，垂直二等分線の方程式を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	複素数平面上の図形について，複素数の計算で調べたり，方程式の表す図形を考察したりすることができる。
	複素数平面上の３点の位置関係が複素数の計算で調べられる仕組みを考察できる。

	複素数平面上の線分の分点を表す式や円の方程式，垂直二等分線の方程式の導き方を考察できる。
	左記以外

	主体性
	自ら進んで予習して多面的に調べようとする。

	複素数平面上の２線分のなす角や３点の位置関係の導き方に関心をもつ。
	複素数平面上の図形が複素数を用いた方程式で表されることに関心をもつ。
	左記以外





３章　平面上の曲線
１節　2次曲線　	
１項　放物線
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	点に関する条件を方程式に表し，図形の方程式を求めることができる。
	図形の方程式から焦点，準線，軸，頂点を読み取れる。
	放物線の幾何学的定義を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	幾何学的な条件を方程式で表現し，その方程式を処理することで放物線の性質を考察できる。
	２次関数のグラフと放物線との関係について考察できる。

	焦点と準線から放物線の方程式を表すことができる。

	左記以外

	主体性
	GeoGebraなどのグラフ表示ソフトを用いて，放物線の理解を深めようとする。
	放物線の焦点，準線に興味・関心を示し，その方程式を求めようとする。
	放物線を幾何学的定義に従って描こうとする。

	左記以外



２項　楕円
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	点に関する条件を方程式に表し，図形の方程式を求めることができる。
	焦点からの距離の和から楕円の方程式を求めることができる。
	図形の方程式から焦点，長軸，短軸，頂点などを読み取れる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	幾何学的な条件を方程式で表現し，その方程式を処理することで，楕円の性質を考察できる。
	点の条件から点の軌跡としての楕円について考察できる。

	焦点と頂点の座標から楕円の方程式を表すことができる。

	左記以外

	主体性
	GeoGebraなどのグラフ表示ソ
フトを用いて，放物線の理解を
深めようとする。
	楕円の焦点，頂点に興味・関心を示し，その方程式を求めようとする。
	楕円を幾何学的定義に従って描こうとする。

	左記以外



３項　双曲線
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	点に関する条件を方程式に表し，図形の方程式を求めることができる

	焦点からの距離の差から双曲線の方程式を求めることができる。
	図形の方程式から焦点，頂点，漸近線などを読み取れる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	幾何学的な条件を方程式で表現し，その方程式を処理することで双曲線の性質を考察できる。
	双曲線の漸近線について考察できる。

	双曲線の方程式からその概形を描くことができる。

	左記以外

	主体性
	GeoGebraなどのグラフ表示ソフトを用いて，放物線の理解を深めようとする。
	双曲線の焦点，漸近線に興味・関心を示し，その方程式を求めようとする。
	双曲線を幾何学的定義に従って描こうとする。

	左記以外





４項　２次曲線の平行移動
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	２次曲線の平行移動とその標準形との関係を理解して，いろいろな性質を求めることができる。

	２次曲線の平行移動を理解して，その結果の方程式から焦点，準線，漸近線，軸などを求められる。
	２次曲線の方程式から焦点，準線，漸近線，軸などを読み取れる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	一般の２次曲線の平行移動についても考察することができる。
	曲線を平行移動した方程式から曲線の特徴を考察できる。
	曲線の平行移動を方程式で表現できる。
	左記以外

	主体性
	GeoGebraなどのグラフ表示ソフトを用いて，２次曲線の理解を深めようとする。
	一般の２次曲線の基本的性質に興味・関心を示し，その概形を描こうとする。
	２次曲線と平行移動の関係について興味・関心を示し，調べようとする。
	左記以外



５項　２次曲線と直線
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	点に関する条件を方程式に表し，図形の方程式を求めることができる

	２次曲線上の与えられた点における接線の方程式を求めることができる。
	２次曲線と直線の位置関係について理解している。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	幾何学的な条件を方程式で表現し，その方程式を処理することで双曲線の性質を考察できる。
	２次曲線と直線の位置関係について，２次方程式の判別式で判断できる。
	２次曲線と直線の共有点の座標や個数について考察することができる。
	左記以外

	主体性
	２次曲線の離心率について調べ
ようとする。

	双曲線と直線の位置関係についてどのような場合があるか，図示して調べようとする。
	２次曲線と直線の共有点の個数について，直線の方程式の判別式で判断できる。
	左記以外





２節　媒介変数表示と極座標　
１項　媒介変数表示
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	ある条件を満たす点の軌跡を媒介変数表示できる。
	サイクロイドの媒介変数表示について理解している。
	媒介変数を用いて，円や楕円を媒介変数表示できる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	条件を満たす点の軌跡を媒介変数で表し，その特徴を考察することができる。
	サイクロイドの幾何学的な意味を考察できる。

	円と楕円の媒介変数表示から，その幾何学的な意味を考察できる。

	左記以外

	主体性
	GeoGebraなどのグラフ表示ソフトを用いて，問題の理解を深めようとする。

	GeoGebraなどのグラフ表示ソフトを用いて，媒介変数表示された曲線を描いて理解しようとする。
	GeoGebraなどのグラフ表示ソフトを用いて，媒介変数表示された曲線を描いて確かめようとする。
	左記以外



２項　極座標
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	極座標と直交座標について相互に変換することができる。
	極座標の意味や極座標と直交座標の関係を理解している。
	極座標の意味や極座標と直交座標の関係を理解しようとする。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	極座標で表された２点についての距離を考察しようとする。

	複雑な図形を極座標の考え方や見方を用いて表現し，その特徴を考察できる。
	極座標における点の位置を表すことができる。

	左記以外

	主体性
	GeoGebraなどのグラフ表示ソフトを用いて，問題の理解を深めようとする。

	GeoGebraなどのグラフ表示ソフトを用いて，極座標で示された点を描いて調べようとする。
	GeoGebraなどのグラフ表示ソフトを用いて，極座標で示された点を描いて確かめようとする。
	左記以外



３項　極方程式
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	極方程式を直交座標の方程式で表すことができる。
	いろいろな図形を極方程式で
表すことができる。
	直交座標の方程式を極方程式で表すことができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	極方程式で表された図形を直交座標の方程式に直して曲線を描くことができる。
	極方程式から図形の特徴を考察することができる。

	極方程式において，の場合について図表示することができる。
	左記以外

	主体性
	極方程式と離心率について調べようとする。


	GeoGebraなどのグラフ表示ソフトを用いて，極方程式で表された曲線を描いて調べようとする。
	GeoGebraなどのグラフ表示ソフトを用いて，極方程式で表された曲線を理解しようとする。

	左記以外



４項　いろいろな曲線　
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	アステロイドやカージオイドなどの幾何学的な意味を理解している。


	コンピュータソフトを用いて，曲線のの変化に伴うシミュレーションができる。

	(表計算ソフトなどを用いて)に値を代入することで，曲線をシミュレーションすることができる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	リサージュのや正葉曲線のの意味について考察しようとする。

	リサージュのや正葉曲線のに他の有理数値を代入して考察しようとする。
	リサージュのや正葉曲線のに他の整数値を代入して考察しようとする。
	左記以外

	主体性
	レムニスケート(章末B11)など本文にない曲線についても調べようとする。

	コンピュータソフトを用いて，リサージュのや正葉曲線のに他の有理数値を代入して調べようとする。
	コンピュータソフトを用いて，リサージュのや正葉曲線のに他の整数値を代入して調べようとする。
	左記以外




４章　数学的な表現の工夫
１節　統計グラフ　
１項　統計グラフ
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	日常の事象や社会の事象などを，図，表，統計グラフなどを用いて工夫して表現することの意義を理解している。
	日常の事象や社会の事象などを表すのに，適切な統計グラフを用いることができる。

	データの傾向を読み取るために，適切なグラフの選び方を理解している。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	図，表，統計グラフを用いて，日常の事象や社会の事象などを数学的に表現し，考察することができる。
	統計グラフからデータの傾向などを考察することができる。

	いろいろな統計グラフとそのデータとの関係を考察できる。

	左記以外

	主体性
	表計算ソフトを用いて，日常の事象や社会の事象などを簡潔・明瞭・的確に表現できるように工夫している。
	表計算ソフトを用いて，データを的確に表現できるような統計グラフを作成しようとする。
	表計算ソフトを用いて，データからいくつかの統計グラフを作成し，比較検討しようとする。
	左記以外





２節　離散グラフと行列
１項　離散グラフ
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	日常の事象や社会の事象などを，離散グラフを用いて工夫して表現する意義を理解している。
	離散グラフから日常の事象や社会の事象などを読み解くことができる。
	一筆がきができるかできないかを判別する方法を理解している。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	離散グラフを用いて，日常の事象や社会の事象などを数学的に表現し，考察することができる。
	一筆がきができるかできないかを判別する方法を考察することができる。
	離散グラフにおいて，次数の総和がであることや，奇点の個数が偶数であることを考察できる。
	左記以外

	主体性
	完全グラフやパーティー問題についても調べようとする。
	一筆書きの始点と終点について
いろいろと確かめようとする。
	実際に一筆書きをして確かめようとする。
	左記以外



２項　行列
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	日常の事象や社会の事象などを，行列を用いて工夫して表現する意義を理解している。
	日常の事象や社会の事象など表す行列を読み解くことができる。

	行列の和や積を計算することができる。

	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	行列を用いて，日常の事象や社会の事象などを数学的に表現し，考察することができる。
	行列の積の示す意味からも，一般には交換法則が成り立たないことを考察できる。
	日常の事象や社会の事象など表す行列の成分の意味を考察できる。

	左記以外

	主体性
	同じ型の２つの行列の積で交換法則が成り立つ場合について調べようとする。
	行列の和や積で表されるような,日常の事象や社会の事象などを調べようとする。
	行列の積について，行と列の値をいろいろと変えて調べようとする。
	左記以外



３項　離散グラフと行列
	　
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	もとの経路の逆の経路は，行列の行と列を入れ替えて積の順序も逆にして計算すればよいことを理解している。
	２つの経路を連結した経路を,行列の積で表すことができる。


	離散グラフを行列で表すことができる。


	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	それぞれの頂点を結ぶ経路の本数を表す行列と，経路の本数を表す行列の関係を考察することができる。
	出発と到着を反対にする場合には，もとの行列の行と列を入れ替えればよいことを認識できる。
	経路の本数を行列で表すことを考察できる。
	左記以外

	主体性
	経路の本数を表す行列を用いて，２回で行ける経路の本数などを調べようとする。
	，から，を経て，再び ，に戻る場合などについても調べようとする。
	コンピュータソフトを用いて，行列の計算を確認しようとする。
	左記以外





思考力PLUS　点Pの存在範囲
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	斜交座標の仕組みを理解し，課題１，２に活用できることを理解している。
	例題１，２を読み，存在範囲が平行四辺形や三角形の周および内部となる仕組みを理解している。
	点Pが直線AB上，線分AB上にある条件を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	課題１，２について，斜交座標を用いて解くこともできる。
	例題を見ながら，課題１，２の両方を解くことができる。
	例題を見ながら，課題１，２のいずれかを解くことができる。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において，双方向的な話し合いができている。
・点Ｐの存在範囲について，他にどのようなパターンがあるか調べてみようとする。
	・グループ活動において，自分の考えを伝えられている。
・課題１，２について，斜交座標を使った解法でも考えてみようとする。
	・グループ活動において，他者の考えを聞き，理解できている。
・課題１，２のいずれについても，例題を参考にしながら考えようとする。
	左記以外



思考力PLUS　２次曲線の接線の方程式
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	表に掲載された接線の方程式のすべてを理解している。
	表に掲載された接線の方程式のうち，３つ以上を理解している。
	表に掲載された接線の方程式のうち，２つ以上を理解している。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	表に掲載された接線の方程式が成り立つことを確かめることができる。
	例題を見ながら，課題１，２の両方を解くことができる。
	例題を見ながら，課題１，２のいずれかを解くことができる。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において，双方向的な話し合いができている。
・接線の方程式の導出に必要な微分法について調べようとする。
	・グループ活動において，自分の考えを伝えられている。
・課題１，２について，３章で学習した解法でも解いてみようとする。
	・グループ活動において，他者の考えを聞き，理解できている。
・課題１，２のいずれについても，例題を参考にしながら考えようとする。
	左記以外



思考力PLUS　所要時間と離散グラフ
	
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ

	知識・技能
	課題２で，調べた経路の所要時間を計算することができる。
	課題１を解くことができる。
	例１で経路が６通りあることを理解できる。
	左記以外

	思考力
・判断力
・表現力
	オイラーグラフとハミルトングラフについて比較できる。
	例2で求めた所要時間と課題1の所要時間を比較できる。
	課題２で，指示された方法に沿って経路を調べることができる。
	左記以外

	主体性
	・グループ活動において，双方向的な話し合いができている。
・ハミルトングラフについて興味をもち，日常でどのように活用されているか調べようとする。
	・グループ活動において，自分の考えを伝えられている。
・ハミルトングラフとなる条件について考え，調べようとする。
	・グループ活動において，他者の考えを聞き，理解できている。
・いろいろなグラフについて，ハミルトングラフになるか調べようとする。
	左記以外



